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研究成果の概要（和文）：明治初期、洋風建築が地方へ普及していく過程において、熊本県の場

合、二つの伝播ルートがあった。長崎からの伝播ルートと東京からのルートである。当初、熊

本側は、能動的に長崎ルートによって洋風建築を取り込み、そのため、東京ルートに数年先ん

じて伝播した。熊本県内に伝播してきた建築は、両ルートとも、明治 10 年代までは擬洋風建

築であったが、明治 20 年頃相次いで本格的洋風建築が東京ルートによってもたらされ、それ

以降、本格的洋風建築は県内に徐々に普及していった。 

 
研究成果の概要（英文）：There were two routes to introduce western style architecture into 

modern Kumamoto in early Meiji Era. One is that from Nagasaki at the beginning, and the 

other from Tokyo later. Until around 20th year of Meiji Era, the “western” style in 

Kumamoto, whether from Nagasaki or Tokyo, was “pseudo-western”. After that, however, 

“formal” western style architecture was introduced from Tokyo, and it started to spread out 

gradually in Kumamoto prefecture. 
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１．研究開始当初の背景 

 日本の明治期における洋風建築について
は、すでに多くの文献が出版され、詳しく論
じられている。しかし、これらは大所高所か
ら全国を見渡した研究であり、都道府県レベ
ルで洋風建築の普及がどのように進行し、ど
のような人物がどのような建築に関わった
のか等の調査研究は未だ非常に不十分であ
る。また都道府県レベルにおいて東京、大阪

等の大都市や北海道等特別の地域について
の研究はあるものの、熊本のような地方県で
は、建築の洋風化がどのように進行したか等
のテーマについては未だ殆ど明らかにされ
ていない状況にある。 

 

２．研究の目的 

 明治期の日本において洋風建築が地方で
どのように普及していったかその過程を解
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明するのも、日本の近代化の全容を知るため
に重要なことと思われる。上記の背景をふま
え、本研究では、明治期九州における国の行
政の中心であった熊本県を一つの事例とし
て、地方において、洋風建築の普及がどのよ
うな過程で進展していったかを研究するも
のである。 

 

３．研究の方法 

(1)資料の収集整理 国の機関関係、県及び
市町村関係、教育・医療・工業・鉄道等の各
分野、地元新聞等様々な資料を網羅的に収集
し、データベース化する。 
(2)図面の収集、作成、整理 建物の図面を
収集し、写真しかないもの等は図面を作成す
る。これらを整理する。 
(3)建築技術者の資料収集整理 建物と同時
に建築技術者の資料も採取し、整理する。 
(4)分析、考察、まとめ 収集整理した資料
や図面をもとに①機関別、分野別の洋風化の
過程、②意匠的特徴、③全国的位置づけ等の
観点から洋風化過程を考察する。④建築技術
者の資料を経歴としてまとめる。 
 
４．研究成果 
(1)概括 
 熊本県には、長崎からと東京からと、二つ
のルートにより洋風建築が伝わってきた。明
治 10 年代までは両方のルートとも擬洋風建
築であったが、明治 20 年頃、東京ルートに
より本格的洋風建築がもたらされ、以降、本
格的洋風建築が徐々に普及していった。 
 
(2)明治最初期の建築 
 明治 3 年、熊本においては藩政改革が行な
われ、医学校兼病院と洋学校がつくられるこ
ととなった。医学校兼病院にはオランダ人マ
ンスフェルト、洋学校にはアメリカ人ジェー
ンズが招かれることとなり、明治 4年彼らの
住まい等が洋風建築としてつくられた(図 1)。
そのため、洋風建築のことがわかる長崎の大
工が熊本に呼び寄せられた。長崎ルートの始
まりである。 
 初めてつくられた洋風建築はマンスフェ
ルト邸等、現存最古の洋風建築はジェーンズ
邸である(図 1)。 

図 1 マンスフェルト邸とジェーンズ邸 
(明治 4年)(「冨重利平作品集」) 

 
 

(3)陸軍の建築 
 明治 6 年、正式に熊本に鎮台がおかれるこ
ととなり、同年歩兵第十三連隊の兵舎の建設
が始まった。現在の熊本城二の丸公園に図 2
の様な兵舎が建てられた。この兵舎は、仙台
に残る歩兵第四連隊兵舎、明治村に残る歩兵
第六連隊兵舎と同形状のものと考えられ、そ
れらの標準設計的図面として、防衛庁防衛研
究所所蔵の「兵営略表」及びその付図がそれ
である可能性がある。 

図 2 歩兵第十三連隊兵舎(部分)(明治 6年) 
(「古写真に探る 熊本城と城下町」) 

 
(4)郵便電信の建築 
 明治 5年の全国的な郵便制度の始まりと同
時に熊本にも郵便役所が設置されたが、この
建物が洋風建築である可能性は少ない。明治
8 年には熊本電信局が開局した。この建物に
関する情報は殆どない。明治 11 年には擬洋
風の電信分局の新庁舎、明治 23 年には本格
的洋風建築の郵便電信局(図 3)が完成する。
これらはいずれも東京ルートの建物である。 

図 3 熊本郵便電信局(明治 23 年) 
(「冨重利平作品集」) 

 
(5)裁判所の建築 
 明治 9年地方裁判所として熊本裁判所が設
置され、明治 11 年庁舎が完成した。この建
物は擬洋風建築で、明治 10 年の大審院庁舎
によく似ており東京ルートの建物である。そ
の後明治 41 年にはれんが造の庁舎に建て替

 

 

 



 

 

えられる。 
 
(6)国の学校建築 
 明治 22 年には、文部省の山口半六、久留
正道の設計により第五高等中学校(図 4)が完
成する。これは、本格的洋風建築であり、ま
た県内初のれんが造建築である。明治 41 年
から 42 年にかけては、熊本高等工業学校の
諸建物が文部省により完成する。 

図 4 第五高等中学校(明治 22 年) 
(筆者撮影) 

 
(7)県庁舎 
 明治 19 年末、工部大学校卒で当時熊本県
職員だった船越欽哉の設計により、県庁舎
(図 5)が完成する。 

図 5 熊本県庁(明治 19 年) 
(宮内庁書陵部) 

 
(8)本格的洋風建築の到来 
 上記、県庁舎、第五高等中学校、郵便電信
局が明治 20 年前後に相次いで完成する。こ
れらの建物は熊本に本格的洋風建築の時代
をもたらした。 
 
(9)県の建築 
 県は明治初め、当初述べた医学校兼病院、
洋学校、両方の教師の住居を建てたが、西南
戦争後、明治 11 年には、病院及び医学校、

監獄、県会議場等が建設された。病院及び医
学校は長崎ルートの建築と思われ、監獄は東
京ルートの建物である。又これらは擬洋風建
築であるが、明治 33 年に建築された済々黌
校舎は本格的洋風建築と考えられる。 

図 6 済々黌(明治 33 年) 
(「冨重利平作品集」) 

 
(10)明治 20 年代以降 
 この時代になると長崎ルートの建築と考
えられるものは目立たなくなり、東京ルート
の大波に呑まれ、徐々に本格的な洋風化が進
んだと考えられる。 
 
(11)建築関係者等のリスト 
 洋風建築の普及について考察する際に、建
物自体を調べる一方、どのような技術者が関
係していたのかを調べる必要がある。そのた
め、種々の資料において採取できた関係者
164人及び会社等の組織12の経歴をまとめた。 
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